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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月31日(2017.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザによって着用される光検出デバイスであり、異なるスペクトラム範囲の中で異な
る方向からの環境光強度を検出するよう構成されている複数の光センサを含む、光検出デ
バイスと、
　前記複数の光センサを較正するための較正デバイスであり、前記光検出デバイスに関す
る既知の方向から光を発するよう構成されている一つまたはそれ以上の光源を含み、かつ
、前記光検出デバイスがユーザに着用されていないときには、前記光検出デバイスを支持
するためのドッキングステーションである、較正デバイスと、
　　前記ドッキングステーションは、
　　ベースと、
　　前記ベースから延びている支柱と、
　　前記ベースと反対側の前記支柱の端において前記支柱と結合しているサポート部と、
を含み、
　　　前記サポート部は、
　　　前記光検出デバイスに関する既知の方向から光を発するよう構成されている前記一
つまたはそれ以上の光源と、
　　　前記一つまたはそれ以上の光源の近傍において前記光検出デバイスを支持するよう
に構成されている表面と、を含み、
　前記一つまたはそれ以上の光源が、既知の基準強度および前記ユーザの２４時間周期の
リズムに影響する既知のスペクトラム範囲を伴う光を発するように、前記一つまたはそれ
以上の光源を制御するよう構成されているコントローラと、
　を含む、光検出システム。
【請求項２】
　前記コントローラは、
　　測定された光強度に対応する前記複数の光センサの出力強度信号を、前記基準強度、
既知のスペクトラム範囲、および、前記光検出デバイスに関する既知の方向に対応して期
待される信号と比較し、かつ、
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　　前記出力強度信号のゲインパラメータを調整することによって、前記出力強度信号を
前記期待される信号に一致させる、
　　ように構成されており、
　　前記光検出デバイスがユーザによって着用されているときに、前記基準強度は、環境
光に対応している、
　請求項１に記載の光検出システム。
【請求項３】
　前記コントローラは、
　前記較正デバイスの中に含まれ、かつ、
　前記較正デバイスと前記光検出デバイスとの間で通信するための通信手段を含む、
　請求項２に記載の光検出システム。
【請求項４】
　前記較正デバイスは、
　前記光センサの全てのスペクトラム範囲をカバーするスペクトラム範囲の中で光を発す
る一つの光源、
　を含む、請求項１に記載の光検出システム。
【請求項５】
　前記較正デバイスは、
　前記光センサの前記スペクトラム範囲に対応する異なるスペクトラム範囲の中で光を発
する複数の光源、
　を含む、請求項１に記載の光検出システム。
【請求項６】
　前記光源のスペクトラム範囲は、調整可能である、
　請求項１に記載の光検出システム。
【請求項７】
　前記光検出システムは、
　前記光源の温度を検出するための温度センサ、を含み、
　前記コントローラは、前記出力強度信号の前記ゲインパラメータを調整することが、さ
らに、前記光源の温度に基づくように構成されている、
　請求項２に記載の光検出システム。
【請求項８】
　光検出システムの光検出デバイスを較正するための方法であって、
　　前記光検出デバイスは、ユーザによって着用されるように構成されており、かつ、複
数の光センサを含み、
　　前記光検出システムは、さらに、一つまたはそれ以上の光源を含む較正デバイスとコ
ントローラとを含み、
　前記方法は、
　　前記一つまたはそれ以上の光源が、既知の基準強度および前記ユーザの２４時間周期
のリズムに影響する既知のスペクトラム範囲を伴う光を発するように、前記コントローラ
を用いて、前記一つまたはそれ以上の光源を制御するステップと、
　　ドッキングステーションを用いて、前記光検出デバイスを支持するステップであり、
　　　前記ドッキングステーションは、
　　　ベースと、
　　　前記ベースから延びている支柱と、
　　　前記ベースと反対側の前記支柱の端において前記支柱と結合しているサポート部と
、を含み、
　　　　前記サポート部は、
　　　　前記一つまたはそれ以上の光源と、
　　　　前記一つまたはそれ以上の光源の近傍において前記光検出デバイスを支持するよ
うに構成されている表面と、を含む、
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　　ステップと、
　　前記較正デバイスに係る前記一つまたはそれ以上の光源からの光を用いて、前記光検
出デバイスが前記ユーザによって着用されていない間に前記光検出デバイスに係る前記複
数の光センサを照明するステップであり、前記一つまたはそれ以上の光源からの光は、前
記光検出デバイスに関する既知の方向を有し、前記複数の光センサは、出力強度信号を生
成している、ステップと、
　　前記コントローラを用いて、前記出力強度信号を、前記基準強度、既知のスペクトラ
ム範囲、および、前記光検出デバイスに関する既知の方向に対応して期待される信号と比
較するステップと、
　　前記コントローラを用いて、前記光センサのゲインパラメータを調整することによっ
て、前記出力強度信号を前記期待される信号に一致させるステップと、
　を含む、方法。
【請求項９】
　異なるスペクトラム範囲の複数の光センサが、基準強度、既知のスペクトラム範囲、お
よび、前記光検出デバイスに関する既知の方向を伴う単一光源の光を用いて照明され、か
つ、
　前記複数の光センサの前記ゲインパラメータα、β、χが、光センサの貢献度を前記出
力強度信号に合せるように調整される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　異なるスペクトラム範囲の複数の光センサが、それぞれが前記複数の光センサのうち第
１の光センサのスペクトラム範囲に対応するスペクトラム範囲を有し、かつ、基準強度、
既知のスペクトラム範囲、および、前記光検出デバイスに関する既知の方向を有する異な
る光源の光を用いて照明され、
　前記第１の光センサの前記出力強度信号が、対応する光源の前記光検出デバイスに関す
る前記基準強度、前記既知のスペクトラム範囲、および、前記既知の方向に対応して期待
される信号と比較され、かつ、
　前記第１の光センサの前記ゲインパラメータα、β、χが、前記第１の光センサの前記
出力強度信号を前記期待される信号に一致するように調整される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、
　前記スペクトラム範囲または前記光源の範囲を調整するステップと、
　を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記方法は、
　光源の温度を検出するステップと、
　前記検出された温度に従って前記ゲインパラメータを調整するステップと、
　を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記方法は、
　一つまたはそれ以上のコンピュータプロセッサ上で、マシンで読取り可能なインストラ
クションを用いて構成されたコンピュータプログラムによって実行される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記光検出デバイスは、さらに、
　前記複数の光源を収容するように構成されているハウジングと、
　前記ユーザの身体の一部と取り外し可能に結合するように構成されている、前記ハウジ
ングに対して接合されたバンド、
　を含む、請求項１に記載の光検出システム。
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【請求項１５】
　前記バンドは、フレキシブルであり、かつ、前記ユーザの手首と取り外し可能に結合す
るように構成されている、
　請求項１４に記載の光検出システム。
【請求項１６】
　前記方法は、さらに、
　前記複数の光源を前記光検出デバイスのハウジングの中に収容するステップと、
　前記ユーザの身体の一部を前記光検出デバイスのバンドと取り外し可能に結合するステ
ップ、
　を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１７】
　前記バンドは、フレキシブルであり、
　前記方法は、さらに、
　前記ユーザの手首を前記バンドと取り外し可能に結合するステップ、を含む、
　請求項１６に記載の方法。
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